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ボベスパ指数の推移
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先週の
ブラジル株式市場

の動き

（8月28日～9月1日）

※上記グラフ・データは過去のものであり、将来の市場環境などを保証するものではありません。 （信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

9月1日時点（過去1週間＝8月25日、過去1ヵ月＝8月1日、過去3ヵ月＝6月1日との比較）、なお、休場の場合は、直前の営業日のデータを使用
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ブラジル株式市場は、ボベスパ指数で前週末比+1.2%となり、週間ベースで6週連続の上昇となりました。

28日（月）は、前週の改革に関する政府提案を受け、メイレレス財務相が、年金改革は議会で承認される現実的な可能性があり、

公営企業の民営化も実行可能と述べたことが好感され、買いが先行したものの、大学運営会社などが売られ、下落しました。29日

（火）は、テメル大統領に対して新たな訴追があっても、再度裁判を回避できる見込みと報じられたことや、航空機メーカー大手が

買われたことなどから、反発しました。30日（水）は、テメル大統領に対する検察当局による訴追手続きの行方に対する懸念が強

まったことや、原油安などを受けて、反落し、31日（木）も小幅に続落しました。9月1日（金）は、17年4-6月期のGDP成長率が予想

外にプラスとなったことや、前日に発表された、主要貿易相手国である中国の製造業購買担当者指数が市場予想を上回ったこと

などから、ボベスパ指数は前日比+1.5%と週の中で最も大きく上昇しました。

過去1週間 過去1ヵ月 過去3ヵ月

1.2% 8.1% 15.5%

騰落率（2017年9月1日時点）

過去1週間 過去1ヵ月 過去3ヵ月

1.4% -0.5% 2.5%

騰落率（2017年9月1日時点）


